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額
を
助
成
す
る
支
援
を
引
き
続
き
行
い
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　

６
点
目
は
、
高
等
学
校
へ
の
支
援
に
つ

い
て
で
す
。

　

本
年
度
に
お
い
て
も
『
厚
岸
翔
洋
高
等

学
校
通
学
バ
ス
定
期
券
購
入
費
助
成
』
を

実
施
し
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
と
入
学
者

確
保
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校

の
児
童
生
徒
間
、
教
職
員
間
の
交
流
・
連

携
を
深
め
、
厚
岸
翔
洋
高
等
学
校
の
教
育

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

７
点
目
は
、
厚
岸
町
立
学
校
適
正
配
置

計
画
に
つ
い
て
で
す
。

　

高
知
中
学
校
が
本
年
度
か
ら
就
学
す
る

生
徒
が
い
な
く
な
る
た
め
、『
当
分
の
間
』

休
校
す
る
こ
と
に
な
り
、
高
知
中
学
校
の

学
校
区
の
生
徒
は
、
真
龍
中
学
校
に
就
学

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
は
、
歴

史
と
と
も
に
地
域
社
会
と
の
深
い
結
び
つ

き
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
議
論
を
深
め
つ
つ
、

今
後
も『
厚
岸
町
立
学
校
適
正
配
置
計
画
』

に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成

長
し
て
い
く
上
で
望
ま
し
い
教
育
環
境
を

考
え
、
町
立
学
校
の
適
正
配
置
に
努
め
ま

す
。

　

８
点
目
は
、
教
職
員
住
宅
の
適
正
管
理

に
つ
い
て
で
す
。

　

小
中
学
校
の
教
職
員
が
持
つ
、
住
宅
に

対
す
る
要
望
を
把
握
し
、
保
有
し
て
い
る

教
職
員
住
宅
の
適
切
な
維
持
補
修
を
実
施

し
、
快
適
な
住
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

て
で
す
。

　

本
年
度
は
、
老
朽
化
し
た
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
１
台
更
新
し
て
登
下
校
や
校
外
学
習

の
移
動
に
活
用
し
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

環
境
の
整
備
で
す
。

　

小
中
学
校
で
は
、
実
物
投
影
機
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

効
果
的
な
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学
校
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
開
始
さ
れ
る
に
当
た

り
、
教
員
の
研
修
と
あ
わ
せ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
教
材
購
入
の
保
護
者
負
担

の
軽
減
に
つ
い
て
で
す
。

　

児
童
生
徒
が
学
校
で
使
用
す
る
教
材
に

つ
い
て
は
、
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
入
学

の
児
童
生
徒
に
音
楽
教
材
を
給
付
す
る
と

と
も
に
、
各
教
科
で
使
用
す
る
教
材
購
入

費
を
引
き
続
き
公
費
負
担
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　

５
点
目
は
、
児
童
生
徒
へ
の
就
学
支
援

に
つ
い
て
で
す
。

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
児

童
生
徒
の
保
護
者
へ
の
援
助
で
あ
る
、
要

・
準
要
保
護
児
童
生
徒
就
学
援
助
費
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
新
入
学
前
に
学
用
品
費

を
支
給
す
る
と
と
も
に
、
卒
業
ア
ル
バ
ム

費
用
を
新
た
に
支
給
費
目
と
し
て
加
え
、
更

な
る
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
が
実
施

す
る
修
学
旅
行
に
つ
い
て
も
、
参
加
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
対
象
経
費
の
半

守
る
た
め
の
指
導
と
対
策
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
が
適
切
に
退
避
行
動
を
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
継
続
指
導
を
し
ま

す
。

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
に
よ
る
被
害
防
止

や
情
報
モ
ラ
ル
の
育
成
を
図
る
た
め
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
防
犯
教
室
や
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
環
境
教
育
の
推
進
・
充
実

で
す
。

　

小
中
学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
『
厚
岸
町
豊
か
な
環
境
を

守
り
育
て
る
基
本
計
画
』
と
連
携
し
た
、

実
践
的
持
続
型
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て
で
す
。

　

文
部
科
学
省
が
示
し
た
指
針
に
基
づ
き
、

小
中
学
校
の
実
情
を
把
握
し
な
が
ら
、
教

職
員
が
心
身
と
も
に
健
康
で
業
務
を
推
進

で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
校
務
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
お
よ

び
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
各
教
職
員
に
配

置
し
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

【
教
育
環
境
の
充
実
】　

　

１
点
目
は
、
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ

い
て
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
社
会
全
体
で
子
育
て
を

支
援
す
る
新
た
な
施
策
と
し
て
、
学
校
給

食
費
を
無
償
化
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
通
学
環
境
の
整
備
に
つ
い

　

ま
た
、
老
朽
化
に
よ
り
入
居
困
難
な
教

職
員
住
宅
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
解
体

を
行
い
適
正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

町
民
が
潤
い
と
生
き
が
い
を
感
じ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
生
涯
を
通
じ

て
学
び
、
そ
の
成
果
を
生
か
せ
る
環
境
を

整
え
る
べ
く
、
次
の
６
つ
の
重
点
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
青
少
年
の
健
全
育
成
】　

　

心
身
と
も
に
健
や
か
で
、
柔
軟
か
つ
多

様
な
価
値
観
を
身
に
付
け
た
人
間
性
豊
か

な
青
少
年
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

に
は
、
家
庭
教
育
が
重
要
な
役
割
を
担
う

こ
と
か
ら
、
子
育
て
に
不
安
や
悩
み
を
抱

え
る
保
護
者
が
学
び
合
う
場
と
し
て
の
『
家

庭
教
育
学
習
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
ネ
イ
パ
ル
厚
岸
と
共
催
で

社
会
教
育
の
推
進

社
会
教
育
の
推
進


